
INIAD cHUB （東洋大学情報連携学 学術実業連携機構）

『井上円了AIワンダーランド』

会　期： 2024年5月30日（木）・31日（金）・6月1日（土）の三日間
時　間： 10時30分～17時00分
主　催： INIAD cHUB（東洋大学情報連携学 学術実業連携機構）
会　場： 〒115-8650 東京都北区赤羽台1-7-11 INIAD HUB-1
入　場： 入場無料

入場人数制限をしております。来場者が多い場合、予約された方を優先に
ご案内するため、スムーズなご案内のために右記の専用Webサイトより
事前予約をお願いします（当日可）。

『井上円了AIワンダーランド』では、以下のような多彩な
展示を通じて、来場者の皆様に井上円了先生の思想とAI
の可能性をご体験いただきます。

1. 井上円了×AI×四聖討論： 釈迦、孔子、ソクラテス、カ
ントの思想を基にしたAIが、井上円了先生をモデレー
ターとして来場者から与えられたテーマについてパネ
ルディスカッションを行います。過去の偉人の思考をAI
で現代に適用することで、時代を超えた思想の架け橋
を体感できます。

2. 井上円了×AI×妖怪動画： 井上円了先生の妖怪に関
する記述から、生成AIが創り出した幻想的な妖怪の
動画を展示。AIの「連想の暴走」により、人間の恐怖や
夢、想像力を探ります。

3. 哲学堂公園フォト×AIスライドショー： 写真家の佐藤
倫子氏が撮影した哲学堂公園の美しい写真にAIが生成
したキャプションを添え、AIが写真のクラスタリング
分類を行い3D空間にマッピングして表示順などを決
めた、AI演出によるスライドショーを上映します。

4. 哲学堂公園×360パノラマ： 哲学堂公園の360度パノ

ラマ映像をパノラマ投影コーナーで展示。没入感の
ある映像で哲学堂公園の全景を堪能できます。

5. 井上円了×AIタイムトンネル： 全面投影通路で井上円
了先生の人生を上映。通路内の観覧者の位置に応じて、
その時代の出来事や社会状況をAIが自動的に深堀り
し、周囲に投影します。

INIADでは、井上円了先生の哲学とAI技術を組み合わせ
ることで、過去の偉人の思想を現代に蘇らせ、来場者が
新たな視点で思索を深められる機会を提供します。
同時に、AIによる解釈は原典とは異なる可能性があるこ
とを踏まえ、批判的思考の重要性も示唆しています。

専用Webサイト
（5月28日13時30分に公開予定）

https://www.iniad.org/enryo-ai/

1.井上円了×AI×四聖討論



◉ 解説

・井上円了×AI×四聖討論
本展示は、井上円了先生と四聖の思想を元にしたAIが、与えられた

テーマに回答します。
モデレーターのAIがテーマに合わせて、最初に井上先生が意見の
出し方や討論の回し方などを決め、それにあわせて個々の哲学者を元に
したAIが、他の哲学者の意見を反映し発言を加えていきます。音声認識
にも発話にも複数のAIを使っていますが、哲学用語等の難読用語につ
いては、別のAIで読みを決定するなどしています。このように、複数の
AIモデルが連携して討論を生成しています。
本展示は、過去の偉人の思想の枠組みを、その場で与えられたテーマ

に対して現代の技術で適用し、より多くの方々に親しんでいただくことを
目的としたものです。ここでのAIによる回答は、あくまで一解釈であり
原典との相違や、思想の一部を取り上げた表現などがあることをご理解
ください。本展示が、過去の偉大な思想家への敬意を保ちつつ、哲学と
現代技術の融合による新たな思考の場となることを願っております。

・井上円了×AI×妖怪動画
生成AIは、与えられたプロンプト（AIに対する指示の文章）や、すで

に生成した文章に対し、次単語を「連想」することで、新しい文章を紡
いでいくという原理で働く連想マシンです。画像生成AIも人が天井の
木目から幽霊を連想するように、砂嵐のようなノイズ画像から、プロン
プトの意図に沿った鮮明な画像を「連想」するようにして新規の画像を
生成します。
つまり生成AIの基本は「連想」。そして人間の「夢」も、理性が眠りに
ついて、意図による方向付けを失った「連想の暴走」として説明できます。
「妖怪」も人が恐れる「闇」の中の少ないノイズ情報からの「連想の暴走」
として生まれるものかもしれません。
ここでは井上円了先生の妖怪に関する様々な記述をプロンプトとし
て、生成AIの「連想の暴走」をさせた結果の、まるで「夢」のような、
イメージの連鎖・融合をいくつかの動画としてお見せします。
明治の哲学者として、誰よりも理性的に妖怪の不思議を分析・分類し、
合理的な説明をしてその実体を白日の下にさらし「妖怪退治」をして
きた円了先生。しかし、同時に「妖怪博士」とも言われ、誰よりも「妖怪」
にあこがれ「一度でいいから、説明できない真怪に会いたい」と、終生
妖怪の事例収集を行ってきた円了先生。円了先生が、生成AIをお知り
になれば、「夢」についての合理的説明とともに、その生成する妖怪画像
を楽しまれたのでないか思います。

◉ 用語
● INIAD（イニアド）：Information Networking for Innovation 
And Designの略で、東洋大学情報連携学部のブランドネーム。
情報科学と情報技術を中心として、他の学問分野や異なる背景を持
つ人々と連携する境界的な学問領域を研究し、それをもとに産業界
や社会において多様なチームで活躍できる人材を育成することを目
指す。

● INIAD cHUB：東洋大学情報連携学部（INIAD）の学術実業連携機構。
産学連携、社会連携、国際連携を推進し、研究成果の社会実装や
新たな価値創造を目指しています。

● 哲学堂公園：井上円了先生が1904年に開園した日本で最初の哲学
をテーマにした公園。東京都中野区にあります。

● 四聖：井上円了先生が特に尊重した東西の哲学者4人（釈迦、孔子、
ソクラテス、カント）のこと。哲学堂公園内には四聖堂が設けられて
います。

● 六賢台：中国の6人の賢人（荘子、朱子、龍樹、迦比羅仙、聖徳太子、
菅原道真）を讃える哲学堂公園のシンボル的建造物。

● 生成AI：大量のデータから学習し、新しいコンテンツ（テキスト、画像、
音声など）を生成するAIの総称。近年、GPT-4 TurboやClaude 3
などの登場により飛躍的に進歩しています。

● クラスタリング：データ分析や機械学習において、データセットを
類似したオブジェクトのグループ（クラスタ）に分割する手法です。
クラスタリングはデータの自然な構造やパターンを見つけるのに
使用されます。

◉ 背景情報

・井上円了（1858-1919）
その創立趣意書には「余資なく優暇なき者に教育を開放する」とあ

り、哲学館に通えない遠隔地の人々のために「館外員制度」を設けて
今日の通信教育の形で全国にその門戸を広げ、さらに現在の公開講座
にあたる「日曜講座」も実施しています。
さらに多くの人々への教育の場を求めて、地方のすみずみにまで自ら
出向いて講義をする「全国巡講」の旅に出ます。仏教思想の中に数千年
の歴史をもつ「東洋の哲学」があることを発見した井上円了は、それ
を体系化し、すべての日本人に伝えることに情熱を注ぎ続けた生涯を
送ります。

・井上円了と四聖
東京大学の一期生となった井上円了は、ソクラテス、プラトン、カント、
ヘーゲルを中心に社会進化論のスペンサーなど当時の最先端哲学ま
で、西洋哲学全般を網羅して学んだ。
円了はさらに東洋哲学的視点で仏教を見直し、単なる欧化主義に陥

らずに日本古来の良さを生かしながら、日本文化と西洋文化の融合を
目指した。
そんな円了は東西の哲学史上の偉人として釈迦、孔子、ソクラテス、

カントの四人を「四聖」として特に尊重し、哲学堂公園の中に彼らを
祀る「四聖堂」を作り上げた。

◉ 本展示の写真：佐藤 倫子

佐藤 倫子（さとう みちこ）東京都出身。東京工芸大学短期大学部写
真技術科卒業。株式会社資生堂宣伝部写真制作部入社。退社後、フリー
ランスに。
佐藤独自の撮り方で魅せるクリエイティブスナップ作品を都内中心に
個展・グループ展を開催し、講座やセミナーなどへも活動。

連絡先：INIAD cHUB （東洋大学情報連携学 学術実業連携機構）
広報担当 
メール： contact@iniad.org
ウェブサイト： https://www.iniad.org/

2.井上円了×AI×妖怪動画 3.哲学堂公園フォト×AIスライドショー 4. 哲学堂公園×360パノラマ 5.井上円了×AIタイムトンネル

◉ 制作：INIAD cHUB 「井上円了AIワンダーランド」プロジェクトチーム




